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１．特徴

■集合住宅での運用を想定し、各部屋へ登録・抹消カードを割り当りてるシステムです。
■物件により、ユーザーカードの発行枚数を、１－９９枚に設定することができ、最大９９９部屋、ユーザー
カード７１５０枚まで登録可能です。
■ＩＤデータはＳＤメモリーカードへ、カードの登録・抹消時に自動的にバックアップされますので、管理ドア
の増設や、機器の故障時の取り替えの際にも速やかに対応することができます。
■リーダーは３台まで接続できますので、入出の制御の他、登録・抹消専用リーダーとして使用できます。
■電気錠制御は2線式を採用し、ＭＩＷＡ、ＧＯＡＬ社のほとんどの電気錠に対応しています。
電気錠の種類は、セットアップにより自動認識します。
■電気錠の動作モードは、自動施解錠モード、交互動作モード、戸建モードが選択できます。
■電磁錠・電気ストライク錠が使用できます。
■外部操作入力として、１回解錠、連続解錠、施錠／警戒、火報連動（無電圧Ａ接点入力）を標準装備。
警備会社連動の警戒入力モード時は、メーク時のみＩＤ認証可能となります。
■外部出力として解錠、開扉、異常、自動ドア出力（無電圧Ｃ接点出力）を標準装備しています。
■宅配ボックス、インターフォン、エレベータとの通信による連動が可能です（別途ＣＣＵ－１１００が必
要）。
■ＪＥＭ－Ａインタフェースも装備していますので、インターフォンとの連動も容易に行えます。

＊）ＦｅｌｉＣａは、ソニー株式会社。の登録商標です。
＊）ＦｅｌｉＣａは、ソニー株式が社が開発した非接触ＩＣカード技術方式です。

ご注意

１．次のような場所に設置しないで下さい。故障や破損の原因となります。
■湿気の多い場所や水、薬品等がかかるおそれのある場所。
■ごみやほこりの多い場所、有毒ガスの発生する場所。

２．極端にノイズの多い環境下での設置、配線はしないで下さい。誤作動するおそれが
あります。

■ＡＣ１００Ｖ、２００Ｖなどの電源線の近く。

３．本機を分解、改造しないで下さい。
４．落としたり、強い衝撃を与えないで下さい。

安全上のご注意

！

２．付属品

付属品　：　2線式電気錠アダプタ × １
　　ＪＥＭ－Ａ用接続コネクタ × １
　　Ｗｉｅｇａｎｄ用接続コネクタ × １
２Ｐコネクタ × １
システム用カード（ＦｅｌｉＣａ） × １
取付ビス（Ｍ４×２０） × ４
ツマミねじ × ２

　　ＳＤメモリカード（本体に装着済） × １
取扱説明書（この用紙） × １

ＨＣ－７１３２ＭＮ
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３．各部の機能

番号 通常モード 登録・抹消モード名称

①
デジタル
表示部

■認証されたＩＤの登録番号表示
■電気錠の開扉、解錠、施錠のステータスの表示
■電気錠アダプタ、リーダーとの通信状態表示
■履歴データの保存
■ＳＤカードからＩＤデータの読込
＊⑧、⑨のスイッチで切り替わります。

■登録エリア番号の表示

１回解錠
スイッチ

②
■自動施解錠モード １回解錠
■交互動作モード 連続解錠・施錠の繰り返し動作
■戸建モード １回解錠

連続解錠
スイッチ

③ ■全ての動作モードにおいて、連続解錠

施錠スイッチ④ ■全ての動作モードにおいて施錠

異常ＬＥＤ（赤）⑤ ■開扉アラーム、こじ開けアラーム発生、電気錠アダプタ通信エラー発生時に点灯

開扉ＬＥＤ（橙）⑥ ■扉が開いている時に点灯

解錠ＬＥＤ（緑）⑦
■電気錠が解錠の時に点灯
■連続解錠時は点滅

送りスイッチ⑧ ■①のデジタル表示部の切替 ■登録番号を　＋１ 進めます

戻りスイッチ⑨ ■①のデジタル表示部の切替 ■登録番号を　－１ 戻します

早送りスイッチ⑩ ■登録番号を　＋１０ 進めます

早戻りスイッチ⑪ ■登録番号を　－１０ 戻します

決定スイッチ⑫ ■システムＩＤ認証時の機能決定 ■電気錠パラメータの決定

削除スイッチ⑬ ■①のデジタル表示のＯＮ，ＯＦＦ切替 ■登録ＩＤの抹消

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨ ⑩

⑪ ⑫⑬

日付・時刻設定モード

■年・月・日・時・分・秒の順に設定します

ｙ－ｘｘ　年
o－ｘｘ　月
ｄ－ｘｘ　日
ｈ－ｘｘ　時
ｎ－ｘｘ　分
ｃ－ｘｘ　秒

■年→月→日→時→分→秒の順に切り替
わります

■設定項目を一つ戻します

■設定値を＋１します

■設定値をー１します

■設定値の確定
■秒設定項目で、ＲＴＣへ書込み

■日付・時刻設定取消
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DSW1

①

②

③

④

番号 全モード共通名称

① ディップスイッチ
■本装置の機能を設定します。
■詳細は、６章のディップスイッチの設定を参照してください。

バッテリーユニット
接続コネクタ

②
■バッテリーユニット（ＢＴＵ－１０００）を接続するコネクタです。
■接続はＢＴＵ－１０００付属の専用ハーネスを使用します。

ＪＥＭ－Ａ
接続コネクタ

③
■ＪＥＭ－Ａに対応したインターホンを接続します。
■付属のハーネスを使用します。

Ｗｉｅｇａｎｄ
インタフェース
コネクタ

④ ■本機では使用できません。

⑤
ＳＤｶｰﾄﾞ IN

ＳＤメモリカード⑤
■ＲＴＣ基板の裏側に装着します。（ＳＤカードの裏面が見える向き）
■１２８Ｍ～２ＧバイトまでのＳＤカードが使用できます（ＳＤＨＣは不可）
■出荷時に装着済です。

⑥

⑦

ＳＤカード
アクセスＬＥＤ（赤）

⑥
■ＳＤカードに対して、ＲＷ時に点灯します。
■このＬＥＤ点灯中は、ＳＤカードを絶対に抜かないでください。ファイルが壊れる可能性があります。

外部通信
インタフェース

⑦

■ＣＣU-1100（最大４台）を接続し、宅配ボックス、エレベータ、インターホンなどと連動することができま
す（ＲＳ４２２、ＲＳ２３２）
■ＨＣ－７１３２MNは、最大８台まで接続できますので、８ゲートまでの共有部分の連動が可能です。
■付属のハーネスを使用します。

ＳＤメモリカード
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Ｗ
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②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

番号 名称

① ２４Ｖ外部電源出力端子

② 電気錠アダプタ接続端子

③ リーダー接続端子

④ １回解錠入力

⑤ 連続／施錠入力

⑥ 施錠／警戒入力

⑦ 火報連動入力

⑧ 解錠出力

⑨ 開扉出力

⑩ 異常出力

⑪ 照合出力（自動ドア出力）

⑫ 電源接続端子

⑬ アース接続端子
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４．接続端子・コネクタの説明

２線式電気錠アダプタ接続部

説明端子名称 機能

Ｌ＋ ■極性に注意して下さい。
■必ずシールド付ツイストペアケーブルを使用してください。
（推奨ＣＰＥＶ－Ｓ　Φ０．９以上 配線距離５０ｍ以内）Ｌ－

ＦＧ

１回解錠スイッチ入力
１回解錠

シールド接続部

Ａ

Ｂ

０Ｖ

ＲＤ－３０００接続部
■必ずシールド付ツイストペアケーブルを使用してください。
（推奨ＣＰＥＶ－Ｓ　Φ０．６５以上 配線距離１００ｍ以内）

■配線のシールド部分を接続してください。

０Ｖ ■基板上の０Ｖへ固定されています。

ＡＣ１００Ｖ接続部
ＡＣ１００Ｖ

ＡＣ１００Ｖ

Ｅ 接地線接続部 ■Ｄ種接地を行ってください。

１回解錠

■１回解錠スイッチを接続します（Ａ接点）。
■０．５秒以上メークしてください。

連続解錠／施錠スイッチ入力
連続／施錠

連続／施錠
■ＳＷ６－ＯＮ時は、連続解錠－施錠の繰り返し動作になります。

0.5秒以

上メーク

施錠／警戒

スイッチ入力

施錠／警戒

施錠／警戒

施錠

警戒

オルタネ

イト

■ＳＷ６－ＯＮ時は警戒入力となり、この入力がメーク中のみ、リー
ダーの照合動作が可能となります。

火報連動

火報連動
火報信号入力 ■メーク中、電気錠が連続解錠します。

解錠 ■電気錠が解錠時に出力されます。解錠信号リレー出力

Ｃ接点

３０Ｖ

ＤＣ　２Ａ

開扉 ■扉が開いた時に出力されます。開扉信号リレー出力

異常 ■開扉アラーム、こじ開けアラーム発生時に出力されます。異常信号リレー出力

自動ドア
■２線式アダプタを接続なしで、セットアップを実行すると、自動ドア
として認識されます。

照合（自動ドア）リレー出力

0.5秒以上
メーク

オルタネイ
ト

２４Ｖ

０Ｖ
外部電源出力 ■ＤＣ２４Ｖ　０．７Ａ　以下の機器の電源を供給できます。
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番号

ＣＮ２

１

２

記号

０Ｖ

２４Ｖ

説明

番号

ＣＮ４

１

２

記号

Ｄ０

Ｄ１

説明

■本機では使用できません。
３ ＯＫ

茶

赤

橙

Ｗｉｅｇａｎｄ入力コネクタ

番号

ＣＮ８

１

２

記号 説明

■ＪＥＭ－Ａ規格に準拠した、インターホンを接続します。
３

茶

赤

橙

ＪＥＭ－Ａコネクタ

４

入力

出力
黄

青 ソレノイド

茶 ソレノイド

赤 施錠信号 施錠時ＯＮ

黄 解錠信号 解錠時ＯＮ

橙 開扉信号 開扉時ＯＮ

黒 施錠、解錠信号コモン

白 開扉信号コモン

美和ロック製電気錠以外は、コネクタ部分をカットして接続してください。

４ ＣＯＭ 黄
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２４Ｖ

０Ｖ

Ｌ＋

Ｌ－

外部電源出力
２４Ｖ　０．７Ａ

２線式電気錠接続

ＦＧ

Ａ

Ｂリーダー接続

０Ｖ

１回解錠

１回解錠

連続／施錠

連続／施錠

施錠／警戒

施錠／警戒

火報連動

火報連動

外部制御入力

Ｃ

ＮＣ

ＮＯ

解錠

開扉

異常

自動

ドア

リレー出力

電気錠アダプタ 電気錠

７芯

ＲＤ－３０００
マルチプロトコ
ルリーダー

Ｎｏ１

赤

黒

茶

赤

橙

黄

緑

入力
ＣＮ８

ＪＥＭ－Ａ

１

２

３

４

Ｄ０

ＣＮ４
Ｗｉｅｇａｎｄ入力

１

２

３

出力

Ｄ１

ＯＫ

Ａ

Ｂ

ＪＥＭ－Ａ対応
インターフォン

茶

赤

橙

黄

Ｗｉｅｇａｎｄ出力
認証装置

茶

赤

橙

Ｄ０

Ｄ１

ＣＯＭ

５．結線図

極性注意
自動ドアの場合は、何
も接続しません

４ＣＯＭ
黄

ＯＫ

赤

黒

Ｃ

ＮＣ

ＮＯ

Ｃ

ＮＣ

ＮＯ

Ｃ

ＮＣ

ＮＯ

ＡＣＮ６

外部通信

インタフェース

１

２Ｂ

Ａ

Ｂ

ＣＣＵ－１１００
宅配ボックス
エレベータ
インターホン

ＲＳ４２２

ＲＳ２３２
Ａ他のＨＣ－７１３２ＭＮ

最大８台まで

１

２Ｂ

Ａ

Ｂ
ＣＣＵ－１１００

最大４台まで

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

宅配ボックス
エレベータ
インターホン

ＲＳ４２２

ＲＳ２３２

ＲＤ－３０００
マルチプロトコ
ルリーダー

Ｎｏ２

赤

黒

茶

赤

橙

黄

緑

ＲＤ－３０００
マルチプロトコ
ルリーダー

Ｎｏ３

赤

黒

茶

赤

橙

黄

緑
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５．２．ＨＣ－７０２０、ＨＣ－７０３０との結線

１回解錠

１回解錠

連続解錠

連続解錠

施錠・警戒

施錠・警戒

火報連動

火報連動

外部制御入力

Ｃ

ＮＣ

ＮＯ

解錠

出力

Ｃ

ＮＣ

ＮＯ

開扉

出力

Ｃ

ＮＣ

ＮＯ

異常

出力

Ｃ

ＮＣ

ＮＯ

自動

ドア

出力

リレー出力

ＨＣ－７０２０

２４Ｖ

０Ｖ

外部電源出力

２４Ｖ　０．７Ａ

茶

赤

青

紫

灰

緑

黄

ＨＣ－７０３０

茶

赤

青

緑

黄

9



青

茶

黄

赤

橙

黒

白

モレックス９Ｐ

コネクタ

電気錠

青

茶

黄

赤

橙

黒

白

青

茶

橙

赤

黄

黒

瞬時通電施解錠

ＥＸＳ、ＥＺＳ

モータ施解錠

ＥＭ、ＳＸＥ、ＡＨＥＭ、ＰＸ

赤

茶

白

黄

橙

緑

緑

赤

白

黄

茶

青

ソレノイド

ＳＷ２ＲＳＷ

ＳＷ１

ＲＳＷ　－　リードスイッチ

　　（閉扉でＯＮ）

ＳＷ１　－　マイクロスイッチ

　　（施解錠確認）

ＳＷ２　－　マイクロスイッチ

　　（閉扉でＯＮ）　

Ｍ

モータ

ＲＳＷ

ＳＷ１

ＳＷ２

ＲＳＷ　－　リードスイッチ

　　（閉扉でＯＮ）

ＳＷ１　－　マイクロスイッチ

　　（施錠でＯＮ）

ＳＷ２　－　マイクロスイッチ

　　（解錠でＯＮ）　

瞬時通電施解錠

ＥＳＳ、ＥＬＳ

赤

茶

白

橙

緑

ソレノイド

ＲＳＷ

ＳＷ１

ＲＳＷ　－　リードスイッチ

　　（閉扉でＯＮ）

ＳＷ１　－　マイクロスイッチ

　　（施解錠確認）

ＳＷ２　－　マイクロスイッチ

　　（閉扉でＯＮ）　

青

青

茶

橙

赤

黄

黒

ＣＮ３

青

茶

橙

赤

黄

黒

ＣＮ３

美和ロック製電気錠以外は、コネクタ部分

をカットして接続してください。

ＡＬＳは使用できません
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通電時解錠型

ＥＳＭ、ＥＸＭ、ＥＬＭ、ＥＳＴ、ＥＳＢ

ＥＬＴ、ＥＬＢ、ＥＳＴＰ、ＥＬＴＰ

赤

緑

白

茶

黄

青

ソレノイド

ＳＷ２ＲＳＷ

ＳＷ１

通電時施錠型

ＥＳＲ、ＥＬＲ、ＥＳＲＰ、ＥＬＲＰ

赤

緑

白

茶

黄

青

ソレノイド

ＲＳＷ

ＳＷ１

ＲＳＷ　－　リードスイッチ　　（閉扉でＯＮ）

ＳＷ１　－　マイクロスイッチ（ＥＸＭ）　（施解錠確認）

ＳＷ２　－　マイクロスイッチ　　（閉扉でＯＮ）　

ＲＳＷ　－　リードスイッチ　　（閉扉でＯＮ）

ＳＷ１　－　マイクロスイッチ　　（施解錠確認）　

青

茶

橙

赤

黄

黒

青

茶

橙

赤

黄

黒

通電時解錠型

ＥＣＨ－１０５Ａ

赤

黒

黄

緑

青

橙

ソレノイド

ＳＷ１

青

茶

黒

橙

赤

黄

ＲＳＷ

モーター錠

ＥＭＸ

赤

黒

黄

緑

青

橙

ソレノイド

ＳＷ１

青

茶

黒

橙

赤

黄

ＲＳＷ

赤

黒
ソレノイド

青

茶

黒

橙

赤

黄

使用しない時は、開扉信号を必

ずループしてください
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■堀商店製電気錠との接続

通電時解錠型

６ｘｘ０

赤

黒

灰

白

青

緑

ソレノイド

ＳＷ１

１ 青

２ 茶

６ 黒

５ 橙

４ 赤

３ 黄

ＣＮ３

ＲＳＷ

通電時施錠型

６ｘｘ２

赤

黒

灰

白

青

緑

ソレノイド

ＳＷ１

１ 青

２ 茶

６ 黒

５ 橙

４ 赤

３ 黄

ＣＮ３

ＲＳＷ

開扉時のフロント装置

L（ロック） UL（アンロック）

通常運用

（遠隔操作モード）

緊急解錠

（電気的施錠不可）

開扉時のフロント装置

L（ロック） UL（アンロック）

緊急施錠

（電気的解錠不可）

通常運用

（遠隔操作モード）

瞬時通電施解錠型

６ｘｘ１

黄

赤

灰

白

青

緑

ソレノイド

ＳＷ１

１ 青

２ 茶

６ 黒

５ 橙

４ 赤

３ 黄

ＣＮ３

ＲＳＷ

開扉時のフロント装置

L（ロック） N（ニュートラル）

常時施錠

（電気的解錠不可）

通常運用

（遠隔操作モード）

UL（アンロック）

常時解錠

（電気的施錠不可）
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６．ディップスイッチの設定

ＳＷ１ 機 能

１、２

ＯＦＦ

ＯＮ/ＯＦＦ

ＯＮ

アンチパニックなし

説 明

■自動施解錠 開扉　－＞　閉扉　－＞施錠
対応電気錠　：　全ての電気錠

■交互動作 施錠　－＞　解錠　－＞　施錠　－＞　解錠
対応電気錠　：　瞬時通電施解錠、モーター錠

■戸建モード 一回解錠　－＞　開扉　－＞　閉扉　－＞　施錠
手動解錠　－＞　開扉　－＞　閉扉　－＞　施錠しない

対応電気錠　：　瞬時通電施解錠、モーター錠

アンチパニックあり

ＯＦＦ ＯＮ

電磁錠

電気ストライク錠

３，４

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ

ＯＮ

ＯＦＦ 自動施解錠

ＯＦＦ 交互動作

戸建モード

ＯＮ ＯＮ 未使用

連続解錠

連続解錠／施錠反転

ＯＦＦ

ＯＮ
５

■連続解錠入力、施錠入力、連続解錠スイッチの動作を設定します。
■ＯＦＦ－＞施錠入力、施錠スイッチで施錠。
■ＯＮ－＞連続解錠入力、連続解錠スイッチで解錠・施錠の反転動作。
■ＯＮ－＞施錠入力が警戒入力となり、メーク中のみリーダーアクセス可能となります。

登録用ＩＤによる登録・抹消モード

ＯＦＦ

ＯＮ
６ ■ＯＮ固定

通常

システムカードの登録

ＯＦＦ

ＯＮ
７

■本装置を管理するためのＩＤを登録します。
■出荷時は予め同梱のカード（ＦｅｌｉＣａ）が、システムカードとして登録されています。

通常

電気錠の自動認識／パラメータ設定

ＯＦＦ

ＯＮ
８

■電気錠に関する設定を行います。
■ＯＮ－＞電源ＯＮ－＞電気錠の自動認識（施錠・閉扉状態で行ってください）
■通常動作－＞ＯＮ－＞システムカード操作－＞電気錠のパラメータ設定（Ｆ－０３）

ＯＦＦ

ＯＦＦ ＯＮ

ＯＮ

■アンッチパニック機能が有効になるのは、通電時解錠・通電時施錠・瞬時通電施解錠
モーター錠です。
■アンチパニック機能を使用の場合、手動解錠時は開扉してもアラームになりません。
■サムターンやレバーハンドルで、操作する場合は”アンチパニックあり”設定にしてくださ
い。
■電磁錠・電気ストライク錠はアンチパニックは機能しません。

ＲＤ－３０００を接続時は、必ずリーダー側の設定を以下のように行ってください。ＲＤ－３０００のＮｏ４、Ｎｏ５設定は使用できません。

１台接続 Ｎｏ１

２台接続 Ｎｏ１ と　Ｎｏ２

３台接続 Ｎｏ１ と　Ｎｏ２ と　Ｎｏ３

ＩＤの登録・抹消は、どのリーダーからでも可能ですが、同じリーダーで操作してください。
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自動施解錠モード 交互動作モード

１．対応電気錠

■接続可能な全電気錠。

２．１回解錠入力、スイッチ操作の場合

■解錠　－＞　開扉　－＞　閉扉で施錠しま

す。

■解錠　－＞　開扉動作なし　－＞　一定時

間後に施錠します（初期値５秒）。

３．連続解錠入力、スイッチ操作の場合

■連続解錠状態を保持します。

■施錠入力で施錠します。

４．施錠入力、スイッチ操作の場合

■施錠します。

５．手動（サムターン）で、解錠した場合

■上記２と同じ動作になります。

１．対応電気錠

■瞬時通電施解錠、モーター錠。

２．１回解錠入力、スイッチ操作の場合

■解錠状態を保持します。

■再度入力動作により、施錠します。

３．連続解錠入力、スイッチ操作の場合

■解錠状態を保持します。　　

■施錠入力で施錠します。

４．施錠入力、スイッチ動作の場合

■施錠します。

５．手動（サムターン）で、解錠した場合

■解錠状態を保持します。

■再度手動で施錠するか、上記２，４の動

作で施錠します。

戸建モード

１．対応電気錠

■瞬時通電施解錠、モーター錠。

２．１回解錠入力、スイッチ操作の場合

■解錠　－＞　開扉　－＞　閉扉ですぐに施

錠します。

■解錠　－＞　開扉動作なし　－＞　一定時

間後に施錠します（初期値５秒）。

３．連続解錠入力、スイッチ操作の場合

■解錠状態を保持します。　　

■施錠入力で施錠します。

４．施錠入力、スイッチ動作の場合

■施錠します。

５．手動（サムターン）で、解錠した場合

■解錠状態を保持します。

■再度手動で施錠するか、上記２，４の動

作で施錠します。

アンチパニック機能について

１．対応電気錠

■接続可能な全電気錠。

２．アンチパニック機能なし（スイッチ３　ＯＦＦ）

■手動（サムターン）で解錠し、開扉した場合

アラームとなり、異常リレー出力がＯＮになり

ます。

３．アンチパニック機能あり（スイッチ３　ＯＮ）

■手動（サムターン）で解錠し、開扉してもアラ

ームになりません。

ご注意）

電磁錠・電気ストライク錠は機能しません。
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連続解錠／施錠入力、施錠／警戒入力について

１．連続解錠（スイッチ５　ＯＦＦ）
■パルス入力
■連続解錠入力　－＞　連続解錠入力として
動作します。
■施錠・警戒入力　－＞　施錠入力として動作
します。

２．連続解錠／施錠反転（スイッチ５　ＯＮ）
■パルス入力
■連続解錠入力　－＞　連続解錠、施錠の反
転動作になります。
■施錠・警戒入力　－＞　警戒入力として動作
します。メーク中のみ、認証装置の照合が可
能となります。警備システムの警戒・解除出
力を接続します。

リレー出力について

１．解錠出力
■電気錠が解錠時に、ＯＮになります。

２．開扉出力
■扉が開いた時に、ＯＮになります。

３．異常出力
■施錠中に扉が開いた場合（こじ開けアラー
ム）に、ＯＮになります。
■解錠時、一定時間扉を開放状態しておくと、

　　　（開扉アラーム 初期値３０秒）ＯＮになりま
す。

４．自動ドア出力

火報入力について

■オルタネイト入力
■メイク中、連続解錠と同じ状態になります。
■火災受信盤等の、無電圧Ａ接点出力を接続し
ます。

■認証時出力（Ｆ－０３ 項目７）
００ー認証と同時に出力
０１ー電気錠解錠と同時に出力
０２－９９　ｘ０．１秒遅延後に出力

それぞれ出力時間は、Ｆ－０３ 項目３
による。x１秒
■電気錠アダプタを接続しないで、セットアッ
プを実行しますと、自動ドアとして設定されま
す。この場合、認証ＯＫ時に一定時間ＯＮに
なります（１回解錠時間）。

ご注意）
リレー接点に接続される機器は、以下の範囲内
でご使用下さい。

■０．６Ａ　１２５Ｖ　ＡＣ
■０．６Ａ　１１０Ｖ　ＤＣ
■２Ａ　３０Ｖ　ＤＣ
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＜通信状態表示＞

１ ２ ３ ４
’４’が点滅、点灯していればリーダーからの応答があります。

’２’が点滅していれば電気錠アダプタからの応答があります。

＜履歴保存確認表示＞

Ｓ d c d 決定 本機においては使用できません。

＜ＩＤデータ一括登録確認表示＞

Ｃ O P y
本体内部の登録ＩＤ全てを全抹消し、ＳＤカードから

ＩＤデータを読取り、再度登録します。
（７．１０．ＩＤ一括登録を参照）

ｼｽﾃﾑｶｰ

ﾄﾞを操作

＜エラー表示＞

Ｅ - Ｘ Ｘ

Ｅ Ｆ Ｘ Ｘ

内部エラー

ＳＤカードアクセス時のエラー

表示 説明

Ｅ－０１ ＥＥＰＲＯＭ書込みエラー

Ｅ－０２ ＳＳＲＡＭ書込みエラー

Ｅ－０３
ＳＤカード未装着　ＳＤカードを取り出した時に表示されます。

ＳＤカード挿入後（約３秒）で、元の表示に戻ります。

デジタル表示

１．通常時（”次へ” と ”戻る” スイッチで切替）

■日付・時刻表示

■認識されたＩＤの登録番号を表示

０００１ー７１５０

■エラー表示

■電気錠の状態表示。

■電気錠アダプタ、リーダーとの通信状態表

示。
■履歴保存確認表示

■ＩＤデータ一括登録確認表示

２．ＩＤ登録モード時

■登録番号の表示

■０００１－７１５０ 操作用ＩＤ番号

■Ｐ００１－Ｐ９９９ 登録用ＩＤ番号

■登録済み番号は点灯、未登録番号は点滅

＊１部屋あたりのカード発行枚数の設定により変

動します。

３．日付・時刻設定モード時

■設定項目の表示

＜電気錠状態表示＞

Ｈ Ｌ Ｌ

開扉信号の状態　Ｌ：閉扉、Ｈ：開扉
施錠信号の状態　Ｌ：施錠、Ｈ：ＯＦＦ
解錠信号の状態　Ｌ：解錠、Ｈ：ＯＦＦ
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７．導入・運用手順

１．電源ＯＦＦ状態を確認します。
２．扉を閉め、施錠状態にします。　－＞　自動ドアの場合は、扉の開閉は関係ありません。
３．ＳＷ１の８をＯＮにします。
４．表示部に ”８８８８” が表示され、電気錠のセットアップが始まります。
５．表示部に ”。。。。” が表示されれば、セットアップ終了です。
６．ＳＷ１の８をＯＦＦにします。

７．２．日付・時刻の設定

７．１．初期導入

１．”決定”ボタンを押し続けます（約３秒）。
２．表示部に ”ｙ-ｘｘ” が表示されます。xxの部分が点滅します（年を表します）。
３．”上下矢印”ボタンで値を変更し、”決定”ボタンを押します。
４．表示部に ”o-ｘｘ” が表示されます（月）。”上下矢印”ボタンで値を変更し、”決定”
ボタンを押します。以下同様に操作を繰り返します。

５．”ｄ-xx” が表示されます。（日）
６．”ｈ-xx” が表示されます。（時）
７．”ｎ-ｘｘ” が表示されます。（分）
８．”ｃ-xx” が表示されます。（秒）　
９．８の時に、”決定”ボタンを押すことにより設定されます。
１０．時刻表示画面に戻ります。

　　　　＊中止したい場合は、”取消”ボタンを押してください。

７．３．個別ＩＤ登録・抹消モード　ＳＷ１の６　ＯＦＦ
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１．システムカードを操作します。
２．表示部に ”Ｆ－０１” が表示されていることを確認し、”決定”ボタンを押します。
３．”Ｐ００１” と表示され、未登録であれば点滅します。
４．登録したい番号へ、”次へ”、”前へ”ボタンで移動します。
５．登録するカードを操作します（登録中は、ＬＥＤは紫に点灯します）。

＊連続して登録したい場合は、”Ｐｘｘｘ” が登録したい枚数分連続して点滅することを
確認してください。

６．必要枚数分、５を繰り返します。登録番号は、自動的に＋１されます。
＊カード操作したときに、”ピーー” と長音ブザーが鳴動すれば、その番号には、データ
が登録されているので、再度４の操作にて、番号を移動してください。

７．全て登録し終われば、再度システムカードを操作します（ＬＥＤは、青に戻ります）。
８．表示部に、登録した枚数 ”Ｃｘｘｘ” が表示されます。

１．システムカードを操作します。
２．表示部に ”Ｆ－０１” が表示されていることを確認し、”決定”ボタンを押します。
３．”Ｐ００１” と表示され、未登録であれば点滅します。
４．抹消したい番号へ、”次へ”、”前へ”ボタンで移動します。
５．”削除”を押します。
６．必要枚数分、４，５を繰り返します。
７．全て抹消し終われば、再度システムカードを操作します（ＬＥＤは、青に戻ります）。
８．表示部に、”Ｃ０００” が表示されます。

７．４．登録用ＩＤによる登録・抹消モード　ＳＷ１の６　ＯＮ

パネルスイッチ▲（＋１０）▼（－１０）を、押し続け
ることにより、登録エリアの早送り、早戻しをする
ことができます。

１．登録カードを操作します。リーダーのＬＥＤが紫色に点灯します。
２．登録する操作用カードを操作します。
３．必要枚数分、２を繰り返します。
４．全て登録したなら、約１０秒間待ちます。ＬＥＤが青色に点灯します。

１．登録カードを、約１０秒間リーダーへかざします。（抹消したいユーザーを登録したカード）
２．ピーとブザーが鳴動し、抹消完了。
３．再度操作用カードを登録します。

登録モードが終了する時に、全ＩＤデータをＳＤカードへ自動的にバックアップしま
す。このため、リーダーのＬＥＤが青色に変わるまで、数秒間かかりますが故障
ではありません。
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７．５．ソフトスイッチ・データ設定

１．ＳＷ８をＯＮにし、システムカードを操作します。

２．”Ｆ－０３” が表示されていることを確認し、”決定”ボタンを押します。

３．以下のように表示されます。”▲”、”▼”ボタンで値を変更します。　”前へ”、”次へ”ボタンで

次の設定へ移動します。

０－０５ １回解錠時間 ００－９９ １秒単位

１－３０ 開扉アラーム時間 ００－９９ １秒単位、００は開扉アラームなし

２－０５ 施錠タイマー ００－９９ ０．１秒単位

３－０２ リレー出力時間 ００－９９ １秒単位

４－００ 電気錠種別変更

００：自動ドア

０２：瞬時通電施解錠

０３：通電時解錠（電気ストライク　ＳＷ３，４－ＯＮ）

０４：通電時施錠（電気ストライク　ＳＷ３，４－ＯＮ)

０５：モーター錠 ０６：電磁錠（ＳＷ４-ON）

５－００ 開扉アラーム出力（異常出力） ００：なし ０１：あり

６－００ 開扉アラームブザー出力（本体ブザー） ００：なし ０１：あり

７－００ リレー出力（自動ドア出力）

００：認証と同時出力 ０１：電気錠解錠時に出力

０２－９９：ｘ０．１秒遅延後出力

４．設定終了する場合は、もう一度カード操作します。

この時表示されている値が登録されます。

５．ＳＷ８をＯＦＦにします。
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カード操作

ＳＷ６

ＯＮ　？

Ｆ－０１

Ｐ００１ ー　Ｐ１００

登録用カード

個別登録・抹消

ＳＷ８

ＯＮ　？

Ｆ－０３

Ｙ

Ｆ－００

Ｕ００１－Ｕ９９９

ユーザーカード

個別登録・抹消

Ｆ－０２

Ｕ００１－Ｕ９９９

個別カード抹消

７．６．システムカード操作時のフロー

Ｎ

Ｙ

Ｎ

ＩＤ一括登録確認？

Ｎ

Ｙ

全ＩＤ抹消の後、ＳＤカ

ードよりＩＤデータを読

込、ＥＥＰＲＯＭへ登録

ソフトスイッチ・データ設定

０ー １回解錠時間 ００ー９９（秒）

１ー 開扉アラーム時間 ００ー９９（秒）

２ー 施錠タイマー ００ー９９（ｘ０．１秒）

３ー リレー出力時間 ００ー９９（秒）

４－　電気錠種別変更

００：自動ドア

０２：瞬時通電施解錠

０３：通電時解錠（電気ストライク　ＳＷ３，４－ＯＮ）

０４：通電時施錠（電気ストライク　ＳＷ３，４－ＯＮ）

０５：モーター錠

０６：電磁錠（ＳＷ４－ＯＮ）

５－　開扉アラーム出力（異常出力）　

００：なし ０１：あり

６－　開扉アラームブザー出力（本体ブザー）

００：なし ０１：あり

７－　リレー出力（自動ドア出力）

００：認証と同時に出力

０１：電気錠解錠時に出力

０２－９９：ｘ０．１秒遅延して出力
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７．７．基本データの設定(setup.csv)

■１部屋あたりのカード発行枚数や、宅配ボックス等の連動機能などを設定します。　

１．本体よりＳＤカードを取り出します（軽く押すとロックがはずれます）
　　　＊ＳＤカードが装着されている場所は、”３．２．内部図”を参照してください。

２．パソコンにＳＤカードをセットしてください。
３．ＳＤカード内のフォルダ ”￥ctrl” 直下の setup.csv のファイルをパソコンへコピーしてください。
４．コピーしたファイルをＥｘｃel で開きます。
５．データを編集した場合は、必ずＣＳＶ形式で保存し、ＳＤカードへもコピーしてください。

Ａ Ｂ Ｃ
1 1 10

Ｅｘｃｅｌ上の表示

１部屋あたりのカード枚数 １－９９範囲で設定

棟番号仕様 １：１桁仕様 ２：２桁仕様

ＣＣＵ－１１００の接続台数 ０－４の範囲で設定

■上記設定の場合、１部屋あたりの操作カードの発行枚数は１０枚（初期値）で、
登録・抹消カードは ７１５０÷１０＝７１５枚となり、７１５部屋まで対応できることになります。

■棟番号の設定は、宅配ボックス、インターホン、エレベータなどの連動において、１桁仕様か
２桁仕様かで設定してください（初期値は １）。

■ＣＣＵ－１１００の設定で、０とした場合 ”連動なし”となります（初期値 ０）　

０ １ ０ １ ０ １ ４ ０ ０ １１桁仕様

個人コード

部屋番号

棟番号

ゲート番号

０ １ ０ １ ０ １ ４ ０ ０ １２桁仕様 １

棟番号

■個人コードは上記設定の場合、００１　－　０１０ で出力されます。
■本機において、連動設定する場合は、棟番号２桁対応のＣＣＵ－１１００を使用してくだ
さい。ＣＣＵ－１０００では動作しません。
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７．８．ＩＤデータ編集(idmsg.csv)

■通常運用においては、特にこの項目を編集する必要はありませんが、ＩＤデータファイルの内容を説明
します。　

１．本体よりＳＤカードを取り出します（軽く押すとロックがはずれます）
　　　＊ＳＤカードが装着されている場所は、”３．２．内部図”を参照してください。

２．パソコンにＳＤカードをセットしてください。
３．ＳＤカード内のフォルダ ”￥ctrl” 直下の idmsg.csv のファイルをパソコンへコピーしてください。
４．コピーしたファイルをＥｘｃel で開きます。
５．データを編集した場合は、必ずＣＳＶ形式で保存し、ＳＤカードへもコピーしてください。
６．データの登録については、”７．１０．ＩＤデータの一括登録”を参照してください。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
Ｓ ０ ０ AA09640106010101

Ｕ １ ０ 2A45694D00000000

Ｕ ２ ０ 180BB44A00011A0A

Ｅｘｃｅｌ上の表示 個別登録抹消モードの場合

登録ＩＤ（８バイト）

登録カード番号（このモードは ０）

管理番号（シリアル番号）

ＩＤ種別　Ｓ：システムカード
Ｐ：登録カード　Ｕ：ユーザーカード

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
Ｓ ０ ０ AA09640106010101

Ｕ １ １ 2A45694D00000000

Ｕ ２ １ 180BB44A00011A0A

Ｅｘｃｅｌ上の表示 登録カードモードの場合

Ｐ １ １ 330E671210011900

Ｐ ２ ２ 790D8A0109011900

Ｕ ３ ２ 8A71694D00000000

Ｕ ４ ２ 1AEA6C4D00000000

登録カード１で登録

登録カード２で登録

ご注意）
■基板の部分が熱くなっている場合がありますので、ＳＤカードを出し入れする場合は、ご
注意ください。
■ＳＤカードは裏面を手前にして、挿入します。

Ｅ

２０１
１１１０

部屋番号
（最大５桁 又は ６桁）

■部屋番号は、登録カード毎に編集してください。
■部屋番号の数値は、棟番号を含んだ値を指定してください。
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７．９．ゲート番号編集(gate.csv)

■通常このファイルを編集する必要ありませんが、コミュニケーションユニット（ＣＣU-1100)を介して
宅配ボックス、エレベータ、インターホンへ出力する時に、

を設定してください。

１．本体よりＳＤカードを取り出します（軽く押すとロックがはずれます）
　　　＊ＳＤカードが装着されている場所は、”３．２．内部図”を参照してください。

２．パソコンにＳＤカードをセットしてください。
３．ＳＤカード内のフォルダ ”￥ctrl” 直下の gate.csv のファイルをパソコンへコピーしてください。
４．コピーしたファイルをＥｘｃel で開きます。
５．A1を編集してください（１～８の範囲）。
６．データをＣＳＶ形式で保存してください。
７．パソコンからＳＤカードの”￥ｃｔｒｌ”へコピーしてください。
８．本体の電源を一旦切り、ＳＤカードを挿入してください。
９．電源をＯＮにします。

Ａ
１

ゲート番号（１～８）

Ｅｘｃｅｌ上での表示

ご注意）
■基板の部分が熱くなっている場合がありますので、ＳＤカードを出し入れする場合は、
ご注意ください。
■ＳＤカードは裏面を手前にして、挿入します。

Ｂ

■最大８台のＨＣ－７１３２ＭＮから、宅配ボックス、エレベータ、インターホン等へ（最大４
台のＣＣＵ-1100）同時に出力が可能です。
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７．１０．ＩＤ一括登録

■本機を増設する場合や、故障時に取換える場合などに、発行しているカードを回収することなくＩＤデ
ータの登録・復元が行えます。

７．１０．１．増設の場合

１．増設したいＩＤが登録されている、ＨＣ－７１３２ＭＮよりＳＤカードを取り出します（軽く押すとロックが
はずれます）。Ａ機、ＳＤ－Ａとします。

　　　　＊ＳＤカードが装着されている場所は、”３．２．内部図”を参照してください。
２．新規に増設したＨＣ－７１３２ＭＮのＳＤカードを抜きます。Ｂ機、ＳＤ－Ｂとします。
３．ＳＤ－ＡをＢ機に挿入します。
４．Ｂ機の電源を、ＯＮにします。
５．日付が表示された段階で、”次へ”ボタンを、”ＣＯＰｙ” と表示されるまで押します。
６．システムカードを操作します。
７．まず最初に、メモリの初期化がはじまります。（表示部に１６進数の文字が表示されます）
８．次にＳＤカードから、ＩＤデータの読取が始まります。（この時、管理番号が表示されます）
９．全てコピーすると、再び日付が表示されます。
１０．Ｂ機から、ＳＤ－Ａを取出し、ＳＤ－Bを挿入します。
１１．Ａ機へＳＤ－Aを戻します。
１２．これで、Ａ機のシステムカード、登録カード（登録カードモードの場合）、ユーザーカードＩＤが全て、Ｂ

機へコピーされました。しかし、ＳＤ－Ｂには、まだ正規のデータがありません。
１３．Ｂ機で、システムカードを操作します。（ＩＤ登録モード）
１４．もう一度システムカードを操作。（登録モード終了）
１５．これでＳＤ－Ｂにも、本体内部のメモリからＳＤカードへ、ＩＤデータがバックアップされます。

７．１０．２．取替えの場合

１．ＨＣ－７１３２ＭＮよりＳＤカードを取り出します（軽く押すとロックがはずれます）。
　　　＊ＳＤカードが装着されている場所は、”３．２．内部図”を参照してください。
２．機器を取替えます。
３．ＳＤカードを挿入します。
４．電源を、ＯＮにします。
５．日付が表示された段階で、”次へ”ボタンを、”ＣＯＰｙ” と表示されるまで押します。
６．システムカードを操作します。
７．まず最初に、メモリの初期化がはじまります。（表示部に１６進数の文字が表示されます）
８．次にＳＤカードから、ＩＤデータの読取が始まります。（この時、管理番号が表示されます）
９．全てコピーすると、再び日付が表示されます。

ご注意）
■基板の部分が熱くなっている場合があるので、ＳＤカードを出し入れする場合は、ご
注意ください。
■ＳＤカードは裏面を手前にして、挿入します。
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８．仕様

リーダーインタ
フェース

ＲＳ４８５によるポーリング制御方式（ＮＨＷ通信プロトコル）

接続可能リーダ
マルチリーダー（ＲＤ－３０００）

ＩＳＯ１４４４３Ａ、ＩＳＯ１５６９３、ＦｅｌｉＣａ

ＩＤデータ桁数 各リーダとも８バイトのデータを登録

ＩＤ登録数

システムＩＤ １ＩＤ

操作用ＩＤ 最大７１５０ＩＤ　

登録用ＩＤ 最大９９９ＩＤ

制御方式

ＳＤカード
インタフェース

対応メモリカード
ＳＤ規格カード ２ＧＢまで（ＳＤＨＣなど、２ＧＢを超える

カードは使用不可）　１００ＭＢの空き容量が必要

ファイルフォーマット
ＦＡＴ１６ 全てＣＳＶ形式で保存
パソコン上では、Ｅｘｃｅｌなどの汎用ソフトで閲覧・編集

カレンダ・時計 時計精度 月差 ±１３秒

カレンダ・時計 停電バックアップ 電気二重層コンデンサによるバックアップ（２日）

電気錠インタフ
ェース

２線式インタフェース
瞬時通電施解錠、モーター錠　：　１Ａ以下
通電時解錠、通電時施錠　：　０．５Ａ以下

対応電気錠

施錠、解錠、開扉信号を有する電気錠で、その論理が以下のもの
と 電磁錠 をセットアップ時自動認識

施錠信号　：　施錠時ＯＮ
解錠信号　：　解錠時ＯＮ
開扉信号　：　閉扉時ＯＮ

制御方式

入力

１回解錠

連続／施錠

施錠／警戒

スイッチに同じ

火報連動 メーク時連続解錠

ＳＷ５－ＯＮ時は、警戒入力

ＳＷ５－ＯＮ時は、反転動作

表示

異常（赤）

開扉（橙）

解錠（緑）

開扉アラーム、こじ開けアラーム時点灯

２線アダプタとの通信エラー時点灯

開扉時点灯

電気錠解錠時点灯

自動ドアとして認識の場合は、リレー出力時間
の間点灯

スイッチ

１回解錠

連続／施錠

施錠

設定時間 又は 開扉ｰ>閉扉で施錠

ワンショット保持 又は ワンショット解錠、施錠
の反転動作

施錠

電気錠インタフ
ェース
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電気錠インタフ

ェース

出力

解錠

開扉

異常

自動ドア

無電圧Ｃ接点

接点容量

２Ａ　ＤＣ３０Ｖ

解錠時ＯＮ

開扉時ＯＮ

開扉アラーム、こじ開けアラーム発生

時ＯＮ

１回解錠時間ＯＮ　又は 照合出力

ＪＥＭ－Ａ ＪＥＭ－Ａ規格に準拠 １回解錠動作

７セグメント

ＬＥＤ表示

４桁

日付：月、日

時刻：時、分
認証されたカードの登録番号を表示 ０００１－７１５０

決定ボタンにより切換え

通常時

登録番号の表示

０００１－７１５０ 操作用ＩＤ登録番号

Ｐ００１－Ｐ９９９ 登録用ＩＤ番号

登録番号は点灯、未登録番号は点滅

登録モード時

桁数

日付・時刻
設定時

日付：月、日
時刻：時、分
認証されたカードの登録番号を表示　Ｕ００１－Ｕ９９９
決定ボタンにより、切換え

パネルスイッチ

次へ

通常時
電気錠状態表示、通信状態表示
履歴手動保存、ＳＤカードからのＩＤデータ一括登録

登録モード 次の登録番号へ移動

設定モード 次の設定項目へ移動

時刻設定 年ー月ー日ー時ー分ー秒 の順に移動

通常時

取消・削除

決定・登録

７セグメントＬＥＤの表示・非表示の切り替え

登録モード

設定モード

登録ＩＤデータの削除

設定値を初期値へ戻す

通常時

登録・抹消
モード

設定モード

カレンダ・現在時刻の切替
長押し（３秒）で、カレンダ・時刻設定モード

個別ＩＤモード
Ｆ－００ 操作用ＩＤの個別登録・抹消

登録ＩＤモード
Ｆ－０１ 登録ＩＤの個別登録・抹消
Ｆ－０２ 操作用ＩＤの個別抹消

ソフトスイッチ・データ設定　Ｆ－０３

時刻設定 設定値の入力
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パネルスイッチ

前へ

通常時

登録モード

設定モード

前の表示にひとつ戻る

前の登録番号へ移動

前の設定項目へ移動

通常時

登録モード

設定モード

登録番号＋１０ 約２秒以上押し続けると早送り

設定値＋１

通常時

登録モード

設定モード

登録番号－１０ 約２秒以上押し続けると早戻し

設定値－１

周囲温度 ０～４０℃

周囲湿度 ８０％以下

供給電源 ＡＣ１００Ｖ

消費電力 最大５０Ｗ

約650ｇ

Ｗ１４５×Ｈ２０５×Ｄ５０

重量

外形寸法

ケース材質 ＡＢＳ樹脂 マンセル１０Ｙ９／０．５

時刻設定 ひとつ前の設定へ戻る

時刻設定

時刻設定
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９．外観図

５０１４５

２
０
５
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